
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２０年１２月に、京都府は突然「北山エリア整備基本計画」を発表しました。キーワードは「躍動する祝

祭空間」で、その目的は府立植物園と府立大学、コンサートホール、総合資料館跡地などの間の境界をな

くし、人々が自由に行き来できる回遊空間の形成でした。具体的には、植物園の垣根を取り払って周辺に

商業施設やレストラン・カフェなどを作り、さらに府立大学（学生総数

2000 余人）キャンパス内にある老朽化している体育館の代替として 1 万

人規模の商業アリーナを建設し、旧総合資料跡地にはシアター・コンプレッ

クスとホテルなどが入るにぎわい施設を建設する計画でした。 

 この基本計画に対して私たちは「なからぎの森の会」を結成し、他の団体

とも協力し、「生きた植物の博物物館」である府立植物園や京都府立大学

の教育研究を守る運動を市民・府民の皆様と共に行い、17 万筆をこえる

署名を集めました。なからぎの森の会のホームページおよび「こうして京都

府立植物園は守られた」（かもがわ出版）をご覧ください。 

こうした活動により、①植物園の開発計画に対しては ２０２３年３月に

「見直し案」が出され、②旧総合資料館跡地の利用については２０２３年１２

月に、2032 年までの暫定利用にするということで、住宅展示場やイベント広場、ドッグラン、カフェやレス

トラン、駐車場用地などができています。③さらに、 ２０２４年３月には府立大学構内にアリーナを建てる

計画は断念され、計画対象地は向日市になりました。向日市民のアリーナ反対の声も無視されて、京都府

による巨大アリーナ建設が始まっています。 

こうして、「北山エリア整備基本計画」の主要な課題は全て見直されるか断念されました。私たちは

2024 年 5 月に京都府にこの「計画」を一旦見直し、地域住民とも話し合ってまちづくりを考えることを提

言してきました。しかし京都府は、この「計画」を撤回しようとせず、この計画を引きずっています。 

京都府に対して、住民の声に耳を傾けるように訴えていきたいと思います。皆様のご協力をお願いいた

します。 
 

   

  

 

府立大学の体育館と多くの校舎は、1970・80 年代に建てられた老朽建物が大半で、耐震基準を満たさな   

いものが多いです。そのため学生教職員はその改築を求めていました。京都府はなかなか改築を計画して

きませんでしたが、この 8 月になってようやく最も危ない旧体育館の解体と建て替えの設計に予算を付け

る模様です。完成は 5 年後のようで、あまりにも遅いのですが、学生教職員の地道な運動の成果でもあり

ます。 
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「生きた植物の博物館」京都府立植物園を壊さないで！！ 
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 府立植物園・北山エリアの新たな開発の現在  

 

府立植物園で恒例の朝顔展   
が開かれました。 
７月３１日～８月４日 

 

耐 震 が 心 配 な 京 都 府 立 大 学 の 体 育 館 ・ 校 舎 

    早 期 の 改 築 が 求 め ら れ ま す 
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 京都府立植物園の施設管理・運営等業務の委託先が 2026 年 7 月よりこれまでの植物園協力会から

プロポーザル募集された企業に変更されました。新たに委託される業者は「京都みらいグリーンパートナ

ーズ」という企業複合体で、右の 5 社が分担して行うことになっています。 

なからぎの森の会では、新たな管理・運営がどのように行われるか

を尋ね、植物園が植物園として維持・発展されるように要望するため

に、8 月 6 日に「京都みらいグリーンパートナーズ」の担当者と京都府

立植物園管理者と会いました。要望の項目は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

業者担当者の回答 → 酒類は森のカフェから持ち出さないように、缶ではなくビン

で販売する、夜間イベントの入園料は独自の経費をかけて行うので別料金は徴収す

る。 

 引き続き、植物園は植物園として維持されるように見守っていかねばなりません。 

 

 

 

 

  昨年 12 月の西脇京都府知事・松井京都市長のトップ会談を受けて「北山エリア全体調和意見聴取会議」が設

置され、第 1 回会議が 8 月 20 日に開催されました。委員は学識関係者 3 名、下鴨・葵・松ヶ崎・上賀茂の自治連

合会・団体関係者、北山・北大路商店街代表、市民からの応募者 1 名の 10 名で構成されています。 

そこでは、府立大学の体育館の「巨大アリーナ」化計画の変更は明示されましたが、この地域の将来に冠せられ

た基本理念は「憩いの緑と“躍動する”まちが融合した文化創造の森の創出」とし、次なる段階へ進もうとしていま

す。この「意見聴取会議」は「全体調和」という漠とした言葉で包まれていて、予定されたあと２回の会議で来年春ま

でに何を目標として結論を出すのか理解しづらい会議でした。 

気になることは、市長・知事会談に見られるように府市連携をすすめ、市のコンサートホール大改修事業のテン

ポに合わせて、旧総合資料館跡地（現 Re Nova 広場）の整備活用計画をすすめたいということです。少数の代表

者の意見だけでなく、「タウンミーティング」（住民懇談会）などを開催し、広く府市民からもじっくりと意見を聞いて、

地域の合意形成をはかることが求められます。 
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休業中だった森のカフェ 

９月１日に再開されました 

1 府立植物園の最も大切な目的・役割は、「生きた植物の博物館」として府民・市民に学びと憩い  

  を提供することです。 

2 そのために、取り組まれるイベント・行事・営業にはおのずと節度が要請されます。植物園が単な  

  る緑化公園と同じにならないように、配慮を持って取り組んでいただきたい。 

３ 植物園の管理規定及び禁止事項の順守を心掛け、アルコール類の持ち込み・販売の禁止など  

  を厳格にしていただきたい。 

４ 昨年から行われてきた夜のライト・イベントは、園内の植物にかなりのダメージを与えているよう 

  に推測されます。このライト・イベントの影響を検証し、植物を大切にする思いで、イベント等の取  

  組を考えていただきたい。 

5 恒例の春のお花見、秋の紅葉の時期には、夜間もこれまで通リ通常料金で入園者が鑑賞でき 

  るようにしていただきたい。 

６ 園の改修・実施計画（案）ができましたら、事前にその概要を府民に知らせていただきたい。 

 

植物園の管理委託について 要望書を提出しました 

    お酒は販売しないで！ 植物を痛めるイベントはしないで！ 

 

 グリーンホスピタルサプライ株式会社 

 住友林業緑化株式会社 

 日本パナユーズ株式会社 

 日本プライムサービス株式会社 

 東急不動産 SC マネジメント株式会社 

 

 

第 1 回北山エリア全体調和意見聴取会議 

が開催されました 
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